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薬用植物の林地における栽培技術の開発

一ノ瀬幸久

竹内嘉江

石沢道雄

① 標高の高いカラマツ林下でも裁縫が可能で、あるが，この場合できるだけ湿潤肥沃地を選定

することが重要である。

② 地力が乏しい林地では.基肥や追肥により生育期間短縮さ らには収量培大を図る必要がある。

イカリソウ

① 栽培に用いる苗は，実生よりも自生地から採取して一芽をつけて分根 (8 cm程度の長さ)

することが.早期にしかも大量に地殖させることを可能にする。

② イカリソウは，春から初夏にかけてよく生長するので，この時期の照度菅理が大切である

と恩われる。また， トキワイカリソウのように自生地と異なる環境では生育ノfターンが違っ

てしまう種は，適地で栽培することが重要である。

オウレンやイカリ ソウを栽培する場合.あ らかじめ林床地被物を除去し耕うん整地の施業を

実施すると，栽t音や植栽後の管理が省力化できる。

はじめに

薬用植物は、生薬として漢方薬のみならず洋薬にも広く用いられているが，供給については，そ

の大宗が輸入に依存している。

このような状況の下で，薬用植物は近年農山村における複合経営作目として期待され，栽培技術

の開発に対する要請が高まってきている。

そのため.昭和57.........59年の間「薬用植物の林間栽培における技術条件の解明に関する研究」を実

施し本県ではオウレンと卜チュウについて試験を行ったところであるが. 今回は薬用植物の将来

性などからオウレンとイカリソウを取り上げて，林地における栽培技術について検討したものであ

るの

なお， この試験は林業普及情報活動システム化事業の国補課題として昭和60.........62年の 3年間実施

したものである。

オウレン

1 試験の方法

(1) 試験地の設定等

ア保育試験

林地でオウレンを栽培する場合，植付前に地表処理を行ない植付後の除草等保育管理を省力化し

て，これが収量等にどのように影響するか調査した。試験地は，下諏訪県有林のカラマツ20年生の

林内、標高1300mの中腹南西斜面で、事前に主林木の間伐が実施されており林分密度中庸仕立程度，

森林土壌はB()型であった。 (この概要については，表一 l及び図ー lに示した。〉
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試験地の概要

試験区分
試 験 地

種 類
場 所 林 況 標 問主主巧r 年降水量 土 tJ 

保宵試験 下諏訪町(県有林) カラマツ20年生 l.(3m00 ) 
(mm) 

sD 
セリパオウレ ン

1. 386 キクパオウレン

地r.試験 塩尻市片丘(市有林) カラマツ20年生 1. 000 1.067 BD 11 

表一l

想以m ¥ 

回囚囚囚回国回囚回.

囚回回囚回回回回国 明
キクパオウレ ンA:基肥+追肥区B:，基肥区C:対照区
試験地位置図 (3) 地形断面見取図

I } t 

(1) 平面見取図

セ リノ〈オウレン
(1) 平面見取図
セリパオウレ ン

回目囚囚回目
T- A除草区

囚回目囚囚Elobe対照区
キクノサウレン fzm ←→ 
(2) 試験地位置図 (3) 地形断面見取図

〆

〆す/

(2) 

半円主
樋生状況
崎名
カラマツ

ヌルデ
iヤマガマズ

iズキ

間一酬一
B

日

ヤ

ウ

ガ

ソ

z

y
 

ビ
イ
ビ
ム

ケ
イ
ラ

y

ア
ハ
ワ
7

K 

植生状況
種 名
カラマ y

カラマツ
コナラ
デリ
ヤマウルシ
7ラノキ
アブラチャン
ヤマトアヌ「ダモ

オカト ラノ オ
アキノキリノ
ソウ
コカンスゲ
ヤマホタルプ
クロウ
ススキー

1ft度1度度
間
一隅
一8

5 

植生断面図(4) 

K

試
験
地K 

保育試験地の綴要 図-2 施肥試験地の概要

表-2 供試苗の茎葉数 (60年 6月1日サンプル調査)

図-1 

rI 
長 i詰h・， 本 数 平均 T 均IJrJ 

uiJ云 枚数
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./ 5 -10cm 小l 4 9 9 8 日 3 5. 7 5-13.5 

オウレンの試験区別生育状況及び収量 (1 株当たりの平均値)
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昭和60年5月下旬に林床地被物を除去し耕うん整地したのち. 1区画 1rrfの大きさのプロットを

作り，除草区と無手入れ区に区分して，セリパオウレンとキクバオウレンをそれぞれ l区画25株

す‘つ6月上旬に植栽した。

イ 施肥試験

施肥を行なうことにより，生長量や収量がどのような影響を受けるかを検討するもので，試験地

は塩尻市有林のカラマツ20年生の林内，標高1000mの中腹西緩斜面で，事前に主林木の間伐が実施

されており林分密度中膚仕立程度，森林土壌はBD型で、あった。(この概要については，表-1及

び図-2に示した。)

試験地の設定や植栽時期 ・植栽方法は，保育試験と同様であるが，区分は基肥区と基肥十追肥区

及び対照区とした。基肥は，耕うん整地後堆肥 1kg/ rrf.油カス150g / nf.ケイフン50g / rrfを，

追肥は. 60年6月中旬と 8月中旬に尿素を 5g/rrf. 61年8月中旬と62年7月中旬に化成肥料 (N

20%. P 10%. K 10%)を施した。
(2) 供試苗

植栽したセリパオウレンとキクバオウレンの苗は前回の試験で得られたもので，表-2に示した

ように苗長5cm以上を選択したが，セリパオウレンは品七肌キクノ〈オウレンは品Tcmで

あった。また，植栽の際には3本l株が均一になるように選苗した。

(3) 調査事項

ア定期調査

植栽当年の 8月に活着状況を，また翌年からは生育期間中に枯損状況と病害等の発生状況につい

て隔月に調査を行ない，生育休止期には茎長と茎葉数を測定し最終年の62年9月上旬に収種調査

を実施した。

イ 照度調査

ミノルタデジタ jレT-1 H!昭、度計を用いて，季別，晴天 ・曇天別に，プロ ット表面と林外の照度

調IJ定を 5反復ずつ行ない，相対照度について調査した。

2 試験の結果

保育及び施肥試験の植栽3年後の生育状況及び収量については表-3に示した。

ア保育試験

試験地は，県内自生地と比較して，標高 ・年降水量 ・年平均気温なとオウレン栽培に厳しい条件

であったが，収穫時の平均茎葉本数は2倍以上に増加していた。このような環境では，除草後のオ

ウレンの生育を阻害する雑草の繁茂は少なく.ススキ ・コカンスゲの草本や濯木の繭芽伸長が少々

見られただけであった。しかしそれぞれの部位での生長量や収量において，除草の有無による明

確な差を認めることはできなかった。また. 3年間の生長はキクバオウレンの方が良かった。

イ施肥試験

施肥試験地も自生地と比較して恵まれた環境ではなかったが，付近に沢があるなと保育試験地よ

りは条件がよく、無施肥区でみると茎長 ・茎葉本数 ・根毛乾燥重量ともに上回っていた。

施肥効果についてみると，根毛乾燥重量で図-3のようであったが，他の部位では明確な効果は

現れず，追肥についてもその効果を認めることはできなかった。

ウ定期調査

植栽直後の枯損株(調査60年6月9日)は，施肥試験区のキクパオウレン l株であったが.61年
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表-4 枯損状況調査

よ々 土
61年

5月 7月 9月 5月
10臼 8日 22日 21日

保試験育

除草区
セリパ 2 。 。
キクパ 。。

対照区
セリパ 。2 。
キクパ 。 。。

基肥+ セリパ 。。。2 
簸 追肥区 キクパ 。。。。
肥
基肥区

セリパ 。。。。
試 キクパ 。。。。
験
対照区

セリパ 。。。
キクパ 。。。。

表-5 年度別 ・季別相対照度

区 CI 年 春 夏 秋 主主
ロロ 処理方法

分 種 度 晴天 曇天 晴天 曇天 晴天 曇天 晴天 曇天
セ 61 18.0 69.0 13. 0 24. 0 20. 7 22. 0 74. 7 
1) 除草区

{呆
r、、 62 17.3 19. 7 12. 7 13. 7 17.0 
オ
ウ 61 51. 7 72.0 16. 0 55. 0 33.0 25. 7 74. 7 

育 レ 対照区 62 19.0 7. 3 17. 7 15. 7 10. 7 ./ 

試
ヰ 61 13.3 53. 7 8. 7 16. 0 16.0 21. 0 74.0 
ク 除草区ノ、 62 16. 7 11. 7 13.0 12.7 10.7 

験
オ
ウ 61 26. 3 57. 7 9.0 23. 0 12.7 22. 7 73. 0 
レ 対照区

62 19. 3 13.0 14.0 12.0 13. 3 〆〆

セ 基肥+ 61 12.7 44. 7 15.7 24. 0 17.7 44. 7 18. 0 47. 0 
追肥区 62 78.0 31. 3 17.3 11. 0 21. 0 36. 3 

施
ノ、

61 18.0 40.3 11. 3 25. 3 11. 0 46. 0 8. 7 47. 3 
オ 基肥区
ウ 62 57.3 31. 3 9. 7 11. 3 18.0 27. 3 

肥 レ 対照区 61 11. 0 19.3 18. 0 24. 0 38.0 42. 7 31. 0 45. 7 
ノ 62 62.0 31. 7 14. 7 16. 7 17.3 33. 7 

試
キ 基肥+ 61 16.0 23.6 9. 6 36.0 28.3 51. 6 19. 6 51. 3 
ク 迫肥区 62 68. 0 33. 3 13.0 17. 3 21. 3 36. 7 
ノ、

61 11. 3 34.0 6.6 31. 6 9. 6 50.6 16.6 51. 6 
オ 基肥区

験 ウ 62 50. 0 32. 3 18.0 19.0 18.3 31. 7 

レ
対照区

61 18.0 16.3 7. 0 30.3 23.0 49. 6 20.0 
./ 62 67. 3 34. 0 11. 0 13. 3 16.0 30. 7 

62年

7月 9月
22日 29日。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

(%) 

平均

35.9 

16. 1 

46.9 

14. 1 

29.0 

13.0 

32. 1 

14.3 

28. 1 

32. 5 

26.0 

25. 8 

28. 7 

29. 4 

29. 5 

31. 6 

26.5 

28. 2 

I 28.7 

には保育試験区のセリパオウレン 6株とキクパオウレン 2株，施肥試験区のセリバオウレン l株と

キクパオウレン l株が枯損し 62年には保育試験区のキクパオウレン l株，施肥試験区のセリパオ

ウレン 2株が枯慢したが， この原因については解明できなかった。(表-4 ) 

病虫害は見られなかったが， ノウサギによる喰害が保育試験地で見られ茎葉乾燥重量の測定も不

可能であった。ノウサギの喰害は夏から初秋の期間に認められたが，特に防除対策は講じなかった。

エ照度調査

試験区別 ・季別のプロット平均相対照度は表-5に示した。相対照度と茎長及び根毛乾燥重量と

の相関関係について検討したが、その他の要因の影響もありここでは明確な傾向は認められなかっ

fこc

3 考察

オウレンは，県下では山地林下のしめった所に自生する植物で，全国的に見ると海抜50Qm程度，

年降水量2.500mm以上. 平均気温13
0C程度の所を好むとされているが，今回の保育 ・施肥試験区と
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もこの点から見ると環境は厳しく，適地と比較して生育状況も芳しくないようであった。

保育試験の除草処理の効果については認められなかったが，事前に地床被物を除去し耕うん整地

することにより雑草などの繁茂は少なくなり，植栽後の管理は容易になり省力化につながるものと

考えられた。

また施肥試験では，根毛乾燥重量に基肥効果が現われたことから，基肥を適正に施すことが早期

生育及び収量増大につながるとともに， 地力維持のために追肥も必要な施業であると考えられた。

保育試験地と施肥試験地はそれぞれ環境が異なるので調査結果を直接比較することはできないが，

除草や施肥料をとり入れることによりカラマツ林内での栽培も可能であると考えられた。なおこの

場合，やはり適地の選定が重要な要因となる。

いずれにしても，オウレンは，根茎の収穫までに10から15年を要するので，この3年間の試験の

成果として得られたものは，育苗期(1--3年)を過ぎ葉面積増加期 (4--6年)の一部分であり，

今後分枝形成期 (7--9年)さらには根茎増殖期 00--15年)までの生育状況を見なければならな

いが，現時点ではカラマツ林内でも育成が可能なことが認められた。

イカリソウ

1 試験の方法

(}) 試験地の設定等

ア地栴試験

林地でイカリソウを栽培する場合，地表処理や耕うん整地管理が収量等にどのように影響するか

調査した。試験地は，楢川村実験林広葉樹林内に設定した。標高1050mの山麓西緩斜面 ・B1!D土

壌に，林床地被物刈払除草区と林床地被物刈払除草+耕うん整地区を作り.60年6月上旬にイカリ

ソウとトキワイカリソウを植栽した。この概要については，表-6及び図 4に示したc

イ 施肥試験

施肥により生長量や収量がとのような影響を受けるかを検討するもので，試験地は林業指導所構

内標高713mの平地林・ B1!D土墳に基肥区と基肥十追肥区及び無施肥区を作り.60年5月下旬に

基肥として堆肥 1kg/ rrf.油カス50g / rrf. ケイフン100g / rrfを施し，イカリソウ及び卜キワイ

カリソウを植栽した。追肥は60年6月中旬に尿素20g / rrf. 61年6月中旬及び62年7月下旬に化成

肥料 CN20%.P 10%. K10%) 250 g / m2を施した。この概要については，表-6及び図-5に

示した。

(2) 供試苗

この試験に用いた苗は， イカリソウは上伊那地方， トキワイカリソウは北安曇地方の自生地から

それぞれ採取した。自生地では，イカリソウはカラマツ林縁などに点在しており，採取株の形状は

表-7のとおりであった。また， トキワイカリソウは広葉樹林縁に群生しており.根茎は連り大き

な塊状となって l株当りの測定は不可能であった。

なお，本来秋の生長休止期に採取すべきであるが，都合により 6月上旬の茎葉生長期に採取した

ものを茎葉を 1本つつ付けてー芽分根した。分根苗根茎長の形状は表-8のとおりで，この苗を l

区画25本植栽した。

(3) 調査事項

ア定期調査

前述のオウレンと同様の調査を行ない.62年9月下旬に収横調査を行なった。
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額種

イカリソウ
トキワイカリソウ

試験地の概要表-6

試

林 況

広葉樹30生年

場所

僧川村(実験林)

試験区分

地終試験

(1) 平面見取図

囚 トキワイカ リソウ +争

回囚困囚回国白血100CWl

囚回国国囚EL囚国
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植生状況
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施肥試験地の概要

分根苗の恨茎長
(60年 6月l日サンプル調査)

図-5

表-8

図-4 地鮮試験地の概要
表一 7 イカリソウ採取株の形状
(60年 6月l日サンプル調査)

恨茎の長さ イカリソウ トキワイカリソウ

4 (Cm) ~O (妹) 40 (妹)

コ 56 64 
日 56 32 
7 2~ 24 
8 21 40 
平 均 5. 7cm 5. 8cm 

争;主HJx: 悩;数 1 n '~'! り平均享集長 1 f末台り'V均ヨ電車(坐lI!)
1 (弘 日:削 :11. 0 (Cm) 120 (g) 

コ fi 2.1. :i I~O 

日 ¥2 2'1. 0 107 
3 20.0 230 

R 3 25.0 220 
平均 25. 2 163.8 

( 1株当りの平均備)

試ILベ験ηii | が弔 処 f型 iズ分 l1~!i株数 f長 長 十良 長 芸業本数
乾燥重量

茎 2E 恨 毛

義最よよ足 | イカ IJ 
出J被物除去+桝うんf，X地[ズ 36 (株) 25. :1 (Cm) 11. 3 (Crn) 3.5 (本) ¥. 1 (g) 5. 8( g ) 

ソウ i也被物除去 lズ 36 2;1. 9 I¥. 6 3.4 0.9 5. 9 
!. ，t. '7 地被物ド~H~+ 鋭うん務l也区 36 20. ~ i.9 2. 4 0.6 '1. 0 lノ力 リ
..../ '';1 片 山被物除去 lメ 36 20. 5 8.1 2. 2 O. 9 4. 8 

J正 Ij巴 + 氾 4巴 16. n 28. 6 11. 3 4. 5 2.3 15.3 
Ijt!! ンカ 1) 法

月巳 1)( 27 2!:l.i 11. q 5.0 22 12.6 、ノー7
紅 1'<1 IIfl 位〈 n 25. 2 I!.':l 3. 7 ¥.6 11. 6 
:;¥: トギ r; 1 )，C 犯 4レ 11 1巴 lメ 27 26. () i. CJ 2. 8 ¥.9 
ち円 ノ771) 沼L ij~ !メ 27 23. 9 9. 6 3. 2 2.1 9.1 

/ ヲ ~ 1 !l{~ 区 n 23. .J H.4 2. 4 u 0. 3 
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イ !照度調査

オウレンと同様に行なった。

2 試験の結果

地栴及び施肥試験の植栽3年後の生育状況及び収量については表-9に示した。

ア地栴試験

処理方法の違いによる明確な生育差は認められなかった。立地条件が良ければ耕うん整地の省力

化は可能と考えられた。

表-10 分根苗の残存状況

F長
試験地以ひ 前 付 け 調査 m'当り笛 試験区 調査対象 茎薬品死

銭存株の内訳 l株当り

試験項目 年月日 年月日 付け株数 画数 株数 株数
銭t1株数 新 生値付けたまま 平均成立

発芽数のものの散 茎数

ウイ 織内胞月巴試験 60.0. :1 60.10.24 25 (挽: 8 (区 200(株 :17 (昧 16:1 0'* 'lR (昧 115 (1* 1.05(本
カ

ソ 相地当川w実試験験林 白0.6.5 60.10.20 25 日 225 35 1!:l0 102 88 l. 54 

カト 情内施Ja試験 白U.0.3 60. 1 [J. ~4 25 8 200 83 117 a 
リキ

II~ l. 03 

ソワ
地愉川!存実ぷ験験林ウイ hO. o.;J 110.10.20 25 甘 225 127 98 31 67 l. 1 1 

表一11 イカリソウの品種試験区別茎長
(61;ト9) -J ト 旬調査、 (~-{\Z cm )

験[一豆分一二ご一一~一~一~一~一~ 品種
イカリソウ トキワイカリソウ

試 反復区 2 3 4 平均 2 3 4 平均

地f存試験
地被物除去+耕うん整地区 18. 5 17.0 14.0 16.5 16.5 13.3 18. 1 18.9 15.8 16.5 

地被物除去区 17.6 15. 0 20. 2 15.5 17. 1 20.1 17. 1 19.1 22. 3 19.7 

|基 肥 + 追 肥 区 20. 0 16.8 19.8 / 18.9 22. 4 22. 0 17.4 / 20. 6 
施肥試験直---. 肥 区 18.6 21. 4 24. 8 / 21. 6 23. 3 23. 0 13.2 / 19.8 

BB 区 17.3 18.bi12.6 v 16.2 I 20.0 15.2JJ.!-旦kプ 15.7 
表-12 年度別・季別相対照度

(% ) 

区 亡ヨ
年 春 夏 秋 ~ 

口口 処理方法 平均
分 種 度 晴 天 ，E 天 晴天 霊 天 晴 天 ，E 天 晴天 近天
イ 地被物除去+ 61 32.0 57. 5 10.5 34. 0 17.5 17.5 71. 5 34. 4 

地 カ 耕 うん整地区 62 10.5 65. 3 18.5 18. 8 19.3 17.0 24. 9 ，) 
61 40. 5 49.8 11. 5 36. 0 13.8 19.8 71. 3 34. 7 ‘/ 

地被物除去区務 ウ 62 12.0 58. 5 19.3 18. 8 33.3 19.0 26. 8 

試 トY 地被物除去+ 61 12.0 35. 3 11. 0 9. 8 19.8 12. 5 64. 5 23. 6 
fフ
耕 うん整地区 62 43. 0 84.5 15.8 11. 8 19.5 12. 5 31. 2 イ

験 力。J
地被物除去区

61 21. 5 35. 3 5. 3 9. 5 18. 5 18.5 13.0 64. 8 
、ノ

62 34. 5 79.0 13.5 12.0 21. 5 12. 5 28. 8 'ヲ

基肥+追月巴区
61 9.0 56.3 9. 0 14.3 12.7 20. 2 

イ 62 47. 7 18.0 4. 0 8. 0 18. 3 19. 3 I 19.2 
施 カ 61 6. 0 60. 0 5. 0 13.0 7. 7 8. 3 44. 7 20. 7 
リ |基 肥 区
‘/ 62 47.0 18.0 3. 3 8. 7 12.0 8. 0 16.2 

~E ウi対 61 10. 0 59. 0 9. 3 13.7 7. 7 8. 7 26. 3 19.2 
日召 区

62 56. 7 18.0 2. 0 8. 0 14.3 7.7 17.8 

1! 基肥+追肥区 61 11. 3 57. 3 8. 7 11. 7 13.0 13.3 26. 0 20. 2 
試 キ i62 31. 3 15.3 3. 7 9. 3 12.7 12.7 14.2 
'7 
イ 61 11. 3 57.0 9. 3 11. 0 9. 7 9. 7 29. 3 19.6 
プ3 基 月巴 区 62 25. 7 11. 7 3. 0 8. 3 7.0 10.0 11. 0 験

~0 l xi 区 611 97 54. 3 9. 7 11. 0 8.3 13.7 35.0 20. 2 H召
162 j 32.3 13.7 3. 7 7.7 12.7 9. 7 一
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イ 施肥試験

イカリ、ノウ及びトキワイカリソウともに茎葉・根毛乾燥重量において基肥の効果が認められたが，

追肥の効果は，イカリソウで現われたがトキワイカリソウでは認められなかった。

また.各試験区でイカリソウがトキワイカリソウより生育が優れていたが，これは試験地が乾燥

する地域にありトキワイカリソウの自生地と環境が異なることが影響しているものと考えられた。

ウ定期調査

前述したように植栽時期が生長期の春であっためか，枯損が多く見られた。

植栽当年10月の分根苗の茎葉残存状況について調査した結果は，表-10のとおりであったが.2 

年目の春にはいずれも発芽が見られ，表-11のように茎葉の生長も順調であった。

エ照度調査

試験区別・季別のプロット平均対照度は表-12に示した。相対照度と茎長及び根毛乾燥重量と相

関関係について検討したが，オウレンと同様明確な傾向は認められなかった。

3 考察

イカリソウの栽培は，自生地から採取したものをー芽分根して植栽することにより大量増殖が可能

である。 トキワイカリソウは自生地では，冬期間雪の下になり常緑であるが，乾燥地域へ移植する

と落葉するため，栽培地を選定する場合， この点を考慮しないと生育ノミターンが変わり生長が良く

ないようである。これを補うため、施肥を行ない根毛を早期に充実させ，茎葉本数を増加させるこ

とが重要であると施肥試験から考えられた。また，地栴試験では処理方法の違いによる生育差が認

められなかったことから、植栽適地を選定することがやはりポイン卜であると考えられた。
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